
第２６回 本巣市 算数・数学甲子園２０ ２ ３ 解答例

小学生問題

小・中共通問題

1

2

5

６

(１０点)

(１０点)

日後
もとまるは１０日間先に歩いているので、『９×１０＝９０』で９０㎞先にいます。

ふなっきーはもとまるより１日３㎞速く歩けるので、『９０÷３＝３０』で

３０日後に追いつきます。

３０

(１０点)

(１０点)
左は３色、中は５色、右は７色が順にならんでいます。

左は『８０÷３＝２６あまり２』で、３色が２６回とあと２つなので、赤・黄となって黄

中は『８０÷５＝１６あまり０』で、５色が１６回ならぶので、最後のむらさき

右は『８０÷７＝１１あまり３』で、７色が１１回とあと３つなので、赤・ｵﾚﾝｼﾞ・黄となって黄

Ａ:６,Ｂ:８,Ｃ:２,Ｄ:５,Ｅ:９,Ｆ:３,Ｇ:７,Ｈ:４

㎝６５

4

3 度６３

左：黄 中：むらさき 右：黄

7
(１０点)

9
(１０点)

１０８
(１０点)

全部、分かったかな？

また、来年度も挑戦してね！

(１０点)

10

Ｃ×Ｃ＝Ｈなので、２×２＝４か３×３＝９

Ｂ÷Ｈ＝Ｃなので、Ｈは９ではない ⇒Ｈ＝４，Ｃ＝２，Ｂ＝８

Ｃ×Ｆ＝Ａなので、２×３＝６か２×４＝８、８は使っているので ⇒Ｆ＝３，Ａ＝６

Ｅ×Ｃ÷Ａ＝Ｆなので、Ｅ×２÷６＝３ ⇒Ｅ＝９

ＧーＤ＝Ｃなので、７ー５＝２ ⇒Ｇ＝７，Ｄ＝５

(１０点)

(１０点)

エ

時 分４９

時 分８ ３０

上映時間が１時間３５分なので、開始と終了の「時」の差は１か２になります。同じ数字にならない組合せ

は、①０８→１０,②０９→１０,③０９→１１,④１８→２０,⑤１９→２０,⑥１９→２１の６種類です。

③④⑤は４つの数字が決まりますが、いずれも差が１時間３５分になりません。【③０９１１→１１０９,

④１８２０→２０１８,１８０２→２０１８,⑤１９２０→２０１９,１９０２→２０１９】

①⑥は「時」の差が２なので、３５分を足して時間が繰り上がる必要があるので、開始時刻は２５分以降に

なります。いずれも１時間３５分を足すと別の数字が出てくるので当てはまりません。

【①０８３１,０８４１,０８５１,⑥１９３２,１９４２,１９５２】

②で０,１,９を使うと、０９１４→１０４９が作れます。

６ ２ ６ ５

× ３ ２ ３

１ ８ ７ ９ ５

１ ２ ５ ３ ０

１ ８ ７ ９ ５

２ ０ ２ ３ ５ ９ ５

上 左 下 右

エ

ＢＡ

観光地の駅からすれ違い地点まで、特急列車は２４分、普通列車は３６分で走ります。普通列車は特急列

車の１.５倍の時間がかかることになります。すれ違い地点からＡ町の駅まで特急列車が３６分かかって

いるので、『３６×１.５＝５４』で普通列車は５４分で走ります。

普通列車がＡ町の駅に到着するのは、『７時３６分＋５４分＝８時３０分』

Ｂ Ｃ Ａ Ｄ

重い 軽い

③から、ＣはＡより重くなります。

①②から、ＢはＤより重くて、ＣとＡの重さの差よりも差が

大きいことがわかります。

したがって、Ｂが一番重く、Ｄが一番軽いことになります。

穴が空く

右の図のように、同じ直角三角形を上にかくと

長方形になります。

『９０ー２７＝６３』

130

右の図のように、アとイの図を重ねると

台２つで１３０㎝になります。

『１３０÷２＝６５』

Ａ
Ｂ

上

右



中学生問題

11
(１０点)

最短コースが何通りあるかは、

右の図のように、斜め左上・

上・左の３つの数を足した数と

考えることができます。

13
(１０点)

14
(１０点)

下の○から①Ｇ＋Ｈ＝８なので、ＧとＨは４と４か、３と５になります。

左の○から②Ｂ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｇ＝７なので、Ｇは３か４、Ｂ.Ｄ,Ｅは１か２になります。

上の○から③Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝１１なので、Ｂ＝１ならばＡ＝Ｃ＝５、Ｂ＝２ならばＡ,Ｃは４か５

右の○から④Ｃ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＝９で、Ｇは３か４なので、Ｃは５になりません。Ｃ＝４,Ｂ＝２,Ａ＝５

②からＤ＋Ｅ＋Ｇ＝５で、Ｇは３か４なので、Ｄ＝１,Ｅ＝１,Ｇ＝３、①からＨ＝５、④からＦ＝１

15
(１０点)

通り１２９

(１０点)

６４12
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９５３ ７

７

５

１
１ １ １ １

１

１

１

８㎝㎝２

右の図のように並べ替えると、１辺８㎝

の正方形になります。

解 答 例

Ａ:５,Ｂ:２,Ｃ:４,Ｄ:１,Ｅ:１,Ｆ:１,Ｇ:３,Ｈ:５

番目１３４

(１,１,１) (１,２,２) (２,２,３) (３,３,３)

(４,４,４) (４,５,５) (５,５,６) (６,６,６)

(７,７,７) (７,８,８) (８,８,９) (９,９,９)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (99,99,99)

(100,100,100)(100,101,101)(101,101,102)(102,102,102)

上のように４組ずつ並べると、４組目が３の倍数になっています。

(99,99,99)が『４×３３＝１３２』で１３２番目なので、

(100,101,101)は１３４番目です。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

右のように一直線に並べる個

数の順に考えると、数えやす

くなります。

問題にないのは、④と⑨です。

① ② ⑦ ③ ⑤

⑧ ⑩ ⑥ ⑪

Ｅ Ｈ

Ｉ Ｊ

Ｆ Ｇ

８㎝

１.５倍


